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報道関係各位 
 

⼀般社団法⼈中部産業連盟 
 

「カーボンニュートラルへの取り組み」に関するアンケート調査を実施 
“ＣＮへの取り組み、ビジネス化が進む⼀⽅、コスト・⼈材・技術⾯での課題が明確に。” 

 
 マネジメント専⾨団体※の⼀般社団法⼈中部産業連盟（略称︓中産連・会⻑︓藤岡⾼広・本部︓愛知県名古
屋市東区⽩壁三丁⽬１２－１３）は、会員企業を対象として、「カーボンニュートラル」（以下、CN）に関
する現在の取り組み状況や課題等についてのアンケート調査を実施しました。 
 その結果、①CO₂排出量の算定はScope1・2を算定している企業が62％、Scope3まで算定している企業
は36％、②CNに対応する部署は58％の企業が設けており、31％の企業は専任者を置いている、③課題上位
は「対応コスト」72％、「専⾨⼈材の不⾜」62％、「設備対応」48％、「技術対応」35％、④CNに資する製
品・サービスを提供している企業が42％、計画しているとした企業が20％と全体の2/3の企業がCNに資す
る製品・サービスの提供に取り組んでいる、といった現状が明らかになりました。なお、それぞれの解説に
つきましては、別紙を参照ください。 
 また、調査結果の詳細は、当連盟機関誌『プログレス９⽉号』（９⽉１⽇発⾏）および当連盟ホームペー
ジにて９⽉２⽇（⽉）より公開します。 
 政府⽬標では温室効果ガス排出量について、2030年度に2013年度⽐で46％の削減を⽬指す中、⽬標達
成に向けてはサプライチェーン等を通じ、⼤企業のみならず中堅・中⼩企業も含めた社会全体で取り組むこ
とが求められています。そこで、当連盟では本年４⽉よりカーボンニュートラルプロジェクトチームを⽴ち
上げ、CNの実現に向けた調査・研究、および企業の取り組み⽀援を⾏っています。 
 なお、本アンケート調査について、ご質問などがありましたら下記までお問い合せください。 
 
※マネジメント専⾨団体︓企業をはじめ組織における⼈材の育成と経営課題解決のコンサルティングなど、マネジメント（経営）

に関わる⽀援を⾏っています。 
 
 

【調査結果トピックス】 

 
＜アンケート調査概要＞  
調査対象︓中産連会員企業（602 社） 
調査期間︓2024 年 7 ⽉１⽇〜7 ⽉ 12 ⽇ 
調査⽅法︓書⾯で依頼、WEB で回答・集計 
回答社数︓126 社（回答率︓21％） 
 

① CO₂排出量の算定はScope1・2を算定している企業が62％、Scope3まで算定している企業
は36％ 

② CNに対応する部署は58％の企業が設けており、31％の企業は専任者を置いている 
③ 課題上位は「対応コスト」72％、「専⾨⼈材の不⾜」62％、「設備対応」48％、「技術対応」

35％ 
④ CNに資する製品・サービスを提供している企業が42％、計画している企業が20％と全体の

おおよそ2/3の企業がCNに資する製品・サービスの提供に取り組んでいる 
 



PRESS RELEASE               
① CNへの取り組み状況 

Scope1、Scope2を算定している企業は62％であった。全体のおおよそ３分の２の企業がCO₂排出量の
算定を始めていることが分かる。Scope3まで算定している企業は36％であり、全体の３分の１が実施して
いることになる。 
⾃社としてのCO₂排出量だけでなく、LCAやCFPの考え⽅を取り⼊れ、⾃社製品のCO₂排出量を算定して

いる企業は現状では22％であった。今後、Scope3の算定がより強く求められてくることから、この割合も
増加することが予測される。 

 
② CNに関する組織と⼈材 

CNへ向けて対応部署が決まっている企業が58％となり、全体の過半数の企業については対応組織が明確
になっている。⼀⽅で、CNに対応するための組織はないと回答した企業が24％となった。まだ、CNに本格
的に対応するのは早過ぎると考えている企業も⼀定数あることが分かる。また、CNの専任者を置いている
企業は31％であった。CNを重要課題と捉え、先進的に取り組もうとしている企業と⾔えるだろう。 

CNに関連する公的な資格の取得については、エネルギー管理⼠の資格者がいる企業が25％と全体の4分
の1程度であった。難関資格であるものの、資格取得へのニーズは⾼まるものと考える。脱炭素アドバイザ
ーは5％の企業で資格者がいると回答しており、新しい制度ではあるが、CNのキーパーソンには取得を促し
ていく流れになるかもしれない。 

 
③ CNに取り組む際の課題 
多くの企業が課題と捉えているのは「対応コストが⾼い」という点で、全体の72％の企業が回答してお

り、36％の企業が最⼤の課題と認識している。コストの問題は避けることのできない現実であり、省エネ
ルギーや環境対策においては初期投資が、CO₂排出量の算定や⽬標管理ではランニングコストが発⽣するこ
とを⽰している。⼈材の不⾜も⼤きな課題とされており、62％の企業が「知識ある⼈員、資格保有者、省エ
ネ⼈員等の不⾜」と回答し、16％がこれを最⼤の課題とした。専⾨知識を持つ⼈材だけでなく、マネジメン
トする⼈材についても課題である。また、「既存設備の対応が難しい」と48％の企業が回答、13％がこれを
最⼤の課題としており、⽼朽化した設備の更新が困難であることが⽰唆されている。続いて35％の企業が
「技術的に対応が難しい」と挙げており、9％の企業にとって最⼤の課題となっている。 
 

④ CNに資する製品・サービスの提供 
Scope3を含んだCNを実現するためには、⾃社内だけでなく、CNに資する製品やサービスの導⼊が有効

である。CNに資する製品・サービスを提供している企業が42％、計画している企業が20％となり、全体の
おおよそ３分の２の企業がCNに資する製品・サービスの提供に取り組んでいる。 
 

≪記事全文PDF（895KB）はこちら≫ 

 
https://www.chusanren.or.jp/whatsnew/progress/202409_topics.pdf 

 

【お問い合せ先】 
⼀般社団法⼈中部産業連盟 広報部︓⻄尾 

Tel 052-931-3191（直） 
E-mail members@chusanren.or.jp 
URL https://www.chusanren.or.jp 

 



１
・ 

は
じ
め
に

（
１
）
調
査
の
目
的

　

近
年
の
経
営
環
境
の
変
化
や
リ
ス
ク
に
お
い

て
、
環
境
問
題
、
と
く
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
以
下
、
Ｃ
Ｎ
）
は
外
す
こ
と
が
で
き
な

い
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
中
部

経
済
界
を
牽
引
し
て
い
る
会
員
企
業
の
皆
さ
ま

の
動
向
を
調
査
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組

み
の
実
態
を
把
握
し
、
情
報
提
供
や
提
言
が
で

き
る
も
の
と
考
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
企
画

実
施
し
た
。

（
２
）
調
査
方
法

　

当
連
盟
会
員
企
業
６
０
２
社
（
２
０
２
４
年

６
月
時
点
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依

頼
し
、
１
２
６
社
よ
り
回
答
を
い
た
だ
い
た
（
回

答
率
21
％
）。
期
間
は
２
０
２
４
年
７
月
１
日
か

ら
12
日
ま
で
の
２
週
間
で
お
こ
な
っ
た
。

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

　

主
な
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
図

表
１
）。

・
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組
み
は
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
、
脱
炭
素

計
画
の
策
定
と
実
行
、
Ｃ
Ｎ

対
象
製
品
の
開
発
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
各
社
の
取
り
組

み
実
態
を
調
査
し
た
。

・
Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
組
織
と
人
材
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
組
織
と
人
材
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
各
社
に
お
い
て
Ｃ
Ｎ
の
組

織
体
制
に
つ
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
Ｃ
Ｎ
の
人
材
が
足
り
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
材

が
足
り
て
い
な
い
の
か
を
調
査
し
た
。

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
算

定
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
顧
客
か
ら
の
Ｃ
Ｎ
の

要
請
や
協
力
企
業
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
Ｃ
Ｎ
の

要
請
に
つ
い
て
、
実
態
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

・
社
外
の
経
営
資
源
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
刻
々
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り
、
Ｃ
Ｎ
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や

新
し
い
Ｃ
Ｎ
ス
キ
ル
の
開
発
の
す
べ
て
を
自
社

で
お
こ
な
う
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
と
言
え

る
。
各
社
の
社
外
の
経
営
資
源
の
使
用
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

・
Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
む
際
の
課
題
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
調

査
を
お
こ
な
っ
た
。

２
・
Ｃ
Ｎ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

（
１
）
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
算
定

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
１
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
を
算
定
し
て

カーボンニュートラル動向アンケート調査の報告
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い
る
企
業
は
62
％
で
あ
っ
た
。
全
体
の
お
お
よ
そ

３
分
の
２
の
企
業
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
を
始

め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
ま
で

算
定
し
て
い
る
企
業
は
36
％
で
あ
り
、
全
体
の
３

分
の
１
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

自
社
と
し
て
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
だ
け
で
な
く
、

Ｌ
Ｃ
Ａ
や
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
自
社

製
品
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

算
定
し
て
い
る
企
業
は
現

状
で
は
22
％
で
あ
っ
た
。

今
後
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の

算
定
が
よ
り
強
く
求
め
ら

れ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
割
合
も
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
外
部
機

関
に
て
検
証
し
て
い
る
企
業

は
全
体
の
19
％
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
正
確
性
、

妥
当
性
、
客
観
性
が
求
め

ら
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
割
合

も
今
後
増
加
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
（
図
表
２
）。

（
２
）
脱
炭
素
計
画
の
作
成
、Ｃ
Ｎ
目
標
の
設
定
、

　
　

  

情
報
開
示

　

日
本
政
府
と
し
て
、
２
０
３
０
年
度
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
46
％
削
減
（
２
０
１
３
年
度
比
）、

２
０
５
０
年
度
に
お
い
て
Ｃ
Ｎ
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
全
体
の

過
半
数
で
あ
る
57
％
の
企
業
が
、
脱
炭
素
計
画

ま
た
は
削
減
目
標
を
掲
げ
、
Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の

中
に
は
、
上
場
企
業
を
中
心
に
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
も
複
数
あ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
情
報
開
示
を

お
こ
な
っ
て
い
る
企
業
は
44
％

あ
っ
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
回
答
企
業
で
の
上
場
企
業

の
割
合
は
25
％
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
非
上
場
企
業
に
お

い
て
も
、
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る
情
報

開
示
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
る
（
図
表
３
）。

（
３
）
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
と

　
　

  

投
資

　

全
体
の
３
分
の
２
に
あ
た
る

66
％
が
小
集
団

活
動
を
含
め
た

省
エ
ネ
活
動
を

実
施
し
て
い
た
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
資
の
面
か
ら
見

る
と
、
省
エ
ネ
投

資
は
47
％
、
各
種

補
助
金
の
利
用
は

21
％
と
な
り
、
補

助
金
に
頼
ら
ず
積

極
的
に
省
エ
ネ
投

資
を
お
こ
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

主
要
設
備
の

電
力
の
自
動
計
測
は
25
％
、
会
社
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

15
％
と
な
っ
た
。
消
費
電
力
を
自
動
で
記
録
し

改
善
を
進
め
て
い
く
体
制
が
で
き
て
い
る
企
業

は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
主
要
な
活
動
で
あ
る
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
主
要
設
備
の
電
力
計
測
や

省
エ
ネ
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
25
％

と
４
分
の
１
に
と
ど
ま
っ
た
。
具
体
的
な
省
エ
ネ

の
余
地
は
、
ま
だ
大
き
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
（
図
表
４
）。

（
４
）
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
排
出
権
取
引
等

　

Ｃ
Ｎ
を
実
現
す
る
に
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

導
入
済
み
の
企
業
は
58
％
と
過
半
数
を
超
え
て
い

る
。
グ
リ
ー
ン
電
力
の
購
入
は

33
％
と
、
３
分
の
１
の
企
業
が

導
入
し
て
い
る
（
図
表
５
）。

　

排
出
権
取
引
へ
の
参
加
は
、

全
体
の
約
３
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
東
京
都
や
埼
玉
県
の
よ
う

に
条
例
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
全
体
と
し
て
の
法
制
度
が

整
う
ま
で
は
、
普
及
は
進
み
に

く
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
目
標
設
定
年
で
あ

る
２
０
３
０
年
も
近
く
、
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
な
ど
の
新
技
術
も
実

用
化
に
向
け
て
着
実
に
進
ん

図表2

図表3図表4

図表5
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で
い
る
こ
と
か
ら
、
排
出
権
取
引
が
一
気
に
普

及
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

（
５
）
Ｃ
Ｎ
の
教
育

　

Ｃ
Ｎ
の
教
育
を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
全
体

の
47
％
と
な
り
、
お
お
よ
そ
半
分

の
企
業
が
す
で
に
教
育
を
始
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
、

半
分
の
企
業
は
Ｃ
Ｎ
に
つ
い
て
の

教
育
を
実
施
し
て
い
な
い
と
い
う

意
味
で
も
あ
る
。
企
業
に
お
け
る

実
務
と
Ｃ
Ｎ
の
位
置
づ
け
が
、
密

接
と
は
ま
だ
言
え
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
に
関
す
る

資
格
の
取
得
支
援
は
15
％
と
な
っ

て
い
る
。
教
育
に
つ
い
て
は
、
後

の
２
章
で
も
触
れ
た
い
（
図
表
６
）。

（
６
）
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
を
含
ん
だ
Ｃ
Ｎ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
自
社
内
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｎ
に
資
す
る

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
有

効
で
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
に
資
す
る
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
企
業
が
42
％
、
計
画
し
て
い

る
企
業
が
20
％
と
な
り
、
全
体

の
お
お
よ
そ
３
分
の
２
の
企
業

が
Ｃ
Ｎ
に
資
す
る
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
る
（
図
表
７
）。

　

数
多
く
の
企
業
よ
り
Ｃ
Ｎ
製

品
・
Ｃ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的

な
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
す
べ
て
を
記
載
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を

参
考
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
（
図
表
８
）。

３
・
Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
組
織
と
人
材

　

Ｃ
Ｎ
を
進
め
る
う
え
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
組
織
と
人
材
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

（
１
）
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る
組
織

　

Ｃ
Ｎ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

組
織
に
つ
い
て
質
問
を
お
こ
な
っ

た
。
対
応
部
署
が
決
ま
っ
て
い
る
企

業
が
58
％
と
な
り
、
全
体
の
過
半

数
の
企
業
に
つ
い
て
は
対
応
組
織
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
９
）。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｎ
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
は
な

い
と
回
答
し
た
企
業
が
24
％
と
な
っ
た
。
ま
だ
、

Ｃ
Ｎ
に
本
格
的
に
対
応
す
る
の
は
早
過
ぎ
る
と
考

え
て
い
る
企
業
も
一
定
数
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）
Ｃ
Ｎ
に
対
応
す
る
人
材

　

Ｃ
Ｎ
の
専
任
者
を
置
い
て
い
る
企
業
は
31
％
で

あ
っ
た
。
Ｃ
Ｎ
を
重
要
課
題
と
捉
え
、
先
進
的
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
企
業
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
対
応
組
織
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

事
務
局
、経
営
企
画
室
、社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
回
答
し
た
企
業
も
多
か
っ
た
。

　

Ｃ
Ｎ
に
関
連
す
る
公
的
な
資
格
と
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
（
省
エ
ネ
法
）、
脱
炭
素
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
環
境
省
認
定
）
に
つ
い
て
取
得
状

況
を
調
査
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
は
25
％

と
全
体
の
４
分
の
１
程
度
で

あ
っ
た
。
難
関
資
格
で
あ
る
も

の
の
、
資
格
取
得
へ
の
ニ
ー
ズ

は
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

　

脱
炭
素
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ

い
て
は
、
５
％
の
企
業
で
資
格

者
が
い
る
と
回
答
し
た
。ま
だ
、

新
し
い
制
度
で
は
あ
る
が
、
Ｃ

Ｎ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
は
取
得

を
促
し
て
い
く
流
れ
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
（
図
表
10
）。

（
３
）
Ｃ
Ｎ
に
不
足
し
て
い
る
人
材

　

Ｃ
Ｎ
の
支
援
を
し
て
い
る
と
、
Ｃ
Ｎ
人
材
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｎ
人
材
が
不
足
し
て
い
る
の
か
、

図表6図表7

図表8

図表9

図表10
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実
態
に
つ
い

て
調
査
を
お

こ
な
っ
た
（
図

表
11
）。

　

一
番
多
か
っ

た
回
答
と
し

て
、
全
社
で

の
Ｃ
Ｎ
活
動

を
推
進
す
る

人
材
が
不
足

し
て
い
る
と
回

答
し
た
企
業

が
58
％
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た

人
材
は
、
Ｇ
Ｈ

Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
、
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
な
ど

Ｃ
Ｎ
に
必
要
な
知
識
や
、
Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
動
向
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
も
必
要
な
一
方
で
、
社
内
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
調
整
も
必
要
と
さ
れ
る
難

し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

ま
た
、
協
力
企
業
の
Ｃ
Ｎ
を
指
導
で
き
る
人
材
が

足
り
な
い
と
回
答
し
た
企
業
が
41
％
あ
っ
た
。
Ｓ
ｃ

ｏ
ｐ
ｅ
３
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
を
視
野
に
入
れ
た

と
き
に
、
協
力
企
業
と
の
関
係
づ
く
り
の
た
め
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
に
Ｃ
Ｎ
人
材
の
不
足
感
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

技
術
的
な
面
で
不
足
し
て
い
る
人
材
と
し
て

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知

識
を
持
つ
人
材
44
％
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
・
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
算

定
者
・
検
証
者
41
％
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
の
算
定

者
・
検
証
者
29
％
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｎ
の
技
術
的

な
ス
キ
ル
を
計
画
的
に
教
育
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
体
の
８
％
の
企
業
で
は
Ｃ
Ｎ
人
材

は
足
り
て
い
る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

４
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
を
考
え

る
う
え
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
は

重
要
事
項
で
あ
る
。
今
回
は
、
顧
客
と
の
関
係
、

協
力
会
社
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
関
係
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

（
１
）
顧
客
か
ら
の
Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
要
求

　

顧
客
か
ら
の
Ｃ
Ｎ
の
要
求
の
有
無
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た

（
図
表
12
）。
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
の
算
定
を
求
め
ら
れ
て

い
る
企
業
は
66
％
と
全
体

の
３
分
の
２
を
占
め
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ｎ
へ
向
け
た
計

画
作
成
を
要
求
さ
れ
て

い
る
企
業
は
44
％
で
あ
っ

た
。
顧
客
へ
納
品
し
て
い

る
製
品
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
算
定
を
要
求
さ

れ
て
い
る
企
業
は
全
体
の

36
％
で
あ
っ
た
。
顧
客
か

ら
の
要
求
が
一
定
以
上
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）
協
力
企
業
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の

　
　

  

Ｃ
Ｎ
の
要
請

　

協
力
企
業
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
Ｃ
Ｎ
の
要
請

を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
調
査
し
た
。
全
体
の
56
％

の
企
業
で
は
、
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る
要
請
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
を
要
請
し
て
い

る
22
％
、
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
計
画
の
作
成
を
要
請
し

て
い
る
９
％
、
自
社
へ
納
め
る
部
品
・
材
料
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
を
要
請
し
て
い
る
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
、

Ｃ
Ｆ
Ｐ
を
含
む
）
７
％
と
す
で
に
具
体
的
に
Ｃ
Ｎ

に
対
す
る
要
請
を
お
こ
な
っ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
の
算
定
の

た
め
に
、
協
力
企
業
へ
の
要

請
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
、
協
力
企
業

や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
、

Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
要
請
を
お
こ

な
う
予
定
が
あ
る
か
調
査
し

た
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
、

Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
計
画
の
作
成
、

自
社
へ
納
め
る
製
品
・
材
料

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
の
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
、
現
状
の
倍

程
度
の
企
業
が
予
定
し
て
い

る
。
今
後
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
へ

の
対
応
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る

と
考
え
る
（
図
表
13
）。

５
・
外
部
の
経
営
資
源
の
利
用
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
に
関
す
る
業
務
は
多
岐
に
渡
り
、
従
業
員

教
育
に
も
時
間
が
か
か
る
た
め
、
外
部
の
情
報
や

ノ
ウ
ハ
ウ
（
外
部
の
経
営
資
源
）
を
使
用
す
る
こ

図表11

図表12

図表13
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と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
企
業
が
ど
の
程
度
外

部
資
源
を
使
用
し
て
い
る
か
調
査
し
た
。

（
１
）
社
外
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
指
導
・

　
　

  
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
利
用
に
つ
い
て

　

社
外
の
経
営
資
源
を

利
用
し
て
い
な
い
企
業

が
全
体
の
56
％
と
過
半

数
を
超
え
た
。
日
常
業

務
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
自
社

内
で
実
施
す
べ
き
こ
と

と
し
て
捉
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
る（
図
表
14
）。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
利
用

26
％
、
業
界
団
体
の
利

用
14
％
、
顧
客
に
よ
る

指
導
10
％
、
監
査
法
人

（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
）
６
％
、
大
学
・

大
学
教
授
・
学
会
４
％
・
公
的
な
団
体
の
利
用

３
％
と
な
っ
た
。

（
２
）
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

外
部
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
算
定
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
企
業
は
８
％
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
、i Sm
art Technologies

、
ゼ
ロ
ボ
ー
ド
、
ア

ス
エ
ネ
、
サ
ス
タ
ナ
、
パ
ー
セ
フ
ォ
ニ
が
具
体

名
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

（
３
）
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位
の
利
用

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
算
定
す
る
た
め
の
排
出
原
単

位
に
つ
い
て
は
、
主
に
電
力

会
社
・
ガ
ス
会
社
の
排
出
係

数
（
59
％
）、
温
対
法
の
排

出
係
数
（
43
％
）
を
用
い
て

い
た
。
ま
た
、
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ

３
の
算
定
を
視
野
に
入
れ
、

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
（
20
％
）、
３
Ｅ

Ｉ
Ｄ
（
17
％
）
の
使
用
も
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他

に
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
排
出

係
数
や
顧
客
の
排
出
係
数
を

使
用
し
て
い
る
企
業
も
あ
っ

た
（
図
表
15
）。

６
・
Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
む
際
の
課
題
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
む
企
業
が
、
何
を
課
題
と
考

え
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
。

（
１
）
選
択
肢
を
使
用
し
た
調
査

　
「
Ｃ
Ｎ
に
取
り
組
む
際
の
課
題
（
複
数
回
答
）」

と
「
そ
の
中
で
最
大
の
課
題
（
選
択
肢
ひ
と
つ

を
回
答
）」
に
つ
い
て
質
問
し
た
（
図
表
16
）。

最
も
多
く
の
企
業
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
の
は

「
対
応
コ
ス
ト
が
高
い
」
と
い
う
点
で
、
全
体
の

72
％
の
企
業
が
回
答
し
て
お
り
、
36
％
の
企
業

が
最
大
の
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
の

問
題
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
あ
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
対
策
に
お
い
て
は
初
期

投
資
が
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
算
定
や
目
標
管
理
で

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

人
材
の
不

足
も
大
き

な
課
題
と
さ

れ
て
い
る
。

62
％
の
企
業

が
「
知
識

あ
る
人
員
、

資
格
保
有

者
、
省
エ
ネ

人
員
等
の
不

足
」
を
課
題

と
し
、
16
％

が
こ
れ
を
最

大
の
課
題
と

し
た
。
す
で

に
３
章
に
て

分
析
を
お
こ

な
っ
た
が
、

専
門
知
識
を

持
つ
人
材
だ

け
で
な
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
人
材
に
つ
い
て

も
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
既
存
設
備
の
対
応
が
難
し
い
」
は

48
％
の
企
業
に
と
っ
て
課
題
で
あ
り
、
13
％
が

こ
れ
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
る
。
老
朽
化
し

た
設
備
の
更
新
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　
「
技
術
的
に
対
応
が
難
し
い
」
に
つ
い
て
は

35
％
の
企
業
が
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
９
％

の
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
を
支
援
す
る
中
で
、「
自
社
の
工
程
（
例
：

熱
処
理
・
塗
装
）
を
代
替
す
る
こ
と
は
今
の
技
術

図表14

図表15

図表16
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で
は
不
可
能
で
あ
る
」、「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
を
目
指

し
た
時
に
材
料
に
関
す
る
Ｃ
Ｎ
は
自
社
で
は
対
応

で
き
な
い
」
と
い
う
声
を
企
業
か
ら
聞
く
こ
と
が

あ
っ
た
。自
社
の
企
業
努
力
で
は
対
応
が
で
き
ず
、

社
会
・
業
界
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
依
存
す

る
傾
向
が
強
く
、
Ｃ
Ｎ
活
動
へ
の
限
界
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２
）
自
由
記
入
に
よ
る
回
答

　

選
択
式
と
は
別
で
、
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組
み
に

関
し
て
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
自
由
記
入
を
お

願
い
し
た
。
企
業
が
Ｃ
Ｎ
に
向
け
て
取
り
組
む

上
で
直
面
し
て
い
る
主
な
課
題
と
し
て
、
具
体

的
な
施
策
や
指
針
の
不
足
、
人
材
と
技
術
的
リ

ソ
ー
ス
の
不
足
、
コ
ス
ト
と
投
資
の
問
題
、
情

報
の
不
足
と
共
有
な
ど
に
層
別
し
、
い
く
つ
か

回
答
を
紹
介
し
た
い
。

①
具
体
的
な
施
策
や
指
針
の
不
足

　
「
国
全
体
の
具
体
的
な
施
策
が
見
え
な

い
」、「
国
か
ら
の
指
針
等
が
不
足
し
て
い
る
」、

「
２
０
５
０
年
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
会
社
と
し
て
の
方

針
や
計
画
を
決
め
な
け
れ
ば
動
く
事
が
で
き
な

い
」
な
ど
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
２
０
５
０

年
ま
で
の
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
的
な
指

針
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
な
い
こ
と

で
取
り
組
み
が
進
ま
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。

②
人
材
と
技
術
的
な
リ
ソ
ー
ス
の
不
足

　
「
Ｃ
Ｎ
を
推
進
す
る
人
員
が
圧
倒
的
に
不
足
し

て
お
り
、
増
員
の
対
応
が
必
要
」、「
改
善
ア
イ

テ
ム
を
提
供
で
き
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
」、

「
協
力
先
の
資
源
（
人
員
、
予
算
な
ど
）
が
確
保

で
き
な
い
」
等
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
先
に

分
析
済
み
で
は
あ
る
が
、
人
材
と
技
術
的
リ
ソ
ー

ス
の
不
足
は
Ｃ
Ｎ
推
進
の
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

③
コ
ス
ト
と
投
資
の
問
題

　
「
対
応
コ
ス
ト
が
高
い
」、「
投
資
し
た
コ
ス

ト
を
製
品
価
格
へ
反
映
で
き
な
い
」、「
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
コ
ス
ト
が
そ
れ
な
り
に
か
か

る
一
方
で
、
な
か
な
か
利
益
に
結
び
付
か
な
い
」

等
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
Ｃ
Ｎ
関
連
の
投
資

が
利
益
に
直
結
し
な
い
こ
と
や
、
製
品
価
格
に

反
映
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

④
情
報
の
不
足
と
共
有

　
「
他
社
や
業
界
の
動
向
情
報
が
少
な
い
・
知
り

た
い
」、「
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
３
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
そ
の
対
応
方
法
お
よ
び
集
計
方
法
、

結
果
の
表
現
方
法
に
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
情
報
の
不
足

や
共
有
の
問
題
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

７
・
お
わ
り
に

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
Ｃ
Ｎ
へ
の
取
り
組

み
が
進
む
一
方
で
、
コ
ス
ト
・
人
材
・
技
術
面
で

の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
具
体
的

な
情
報
を
提
供
で
き
た
と
考
え
て
お
り
、
皆
さ
ま

の
Ｃ
Ｎ
活
動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ご
多
忙
の
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
参
考
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答
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業
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